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自家用車
の中
3.3%

無回答
1.8%

その他
4.5%

親戚宅や
知人宅
23.6%

市町村が
指定してい
る避難所

66.9%

知らない
30.6%

無回答
1.0%

知っている
68.4%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 市町村が指定しているご自宅近くの避難場所をご存じですか？ 

自宅近くの避難場所について「知って

いる」方は 68.4％でした。 

避難生活を送る場所

については「市町村が指

定している避難所」が

66.9％と最も多い回答

となりました。 

Ｑ 当分の間、ご自宅を離れて避難生活をしなければならない場合、

どこで避難生活を送ることを考えていますか？ 

 

 

４. 避難についてです。 

いざという時に
備え、避難場所の
確認をお願いします。
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分から
ない
7.9%

自治会
（町内会）
の組織は
あるが、
入って
いない
3.5%

自治会
（町内会）

組織がない
2.8%

無回答
1.3%

入って
いる
84.6%

無回答
2.8%

分からない
46.2% 自主防災

組織がない
21.9%

自主防災
組織はある
が、入って

いない
8.5%

入っている
20.6%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の自治会（町内会）に

「入っている」と回答した方

は 84.6％でした。 

 

Ｑ ご家庭は、地域の自主防災組織に入っていますか？ 

地域の自主防災組織に「入っている」と回

答した方は 20.6％でした。 

「分からない」という回答が最も多くみら

れました。 

 

 ５. 地域や職場での 

防災活動についてです。 

Ｑ ご家庭は、自治会（町内会）に入っていますか？ 

自治会の加入と比
べて、自主防災組織
への加入（意識）が
低いんだね。
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留守を頼ん
だり、親しく
話をする

15.2%

ときどき立
ち話をする

程度
25.6%

ほとんどつ
きあいはな

い
2.6%

無回答
1.4%

出会ったと
きに挨拶す

る程度
17.1%

困ったとき
に助け合っ
たり、相談

する
38.1%

45 .0%

30 .2%

7 .3%
2 .6%

7 .9%

78 .4%

29 .8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 災害発生時には、地域住民同士の助け合いが重要と言われています。 

あなたは、普段どの程度の近所づきあいをしていますか？ 

 

普段の近所づきあいについては、回

答にややばらつきがみられました。 

その中で最も多かったのは「困った

ときに助け合ったあり、相談する」で

した。 

 

Ｑ 災害発生時、あなたが無事だったとき、どのような助け 

合い活動ができると思いますか？ 

助け合い活動については、「高齢者などの避難

の手助け」が最も多く 78.4％の回答でした。 

高
齢
者
な
ど
の
避
難
の

手
助
け

火
災
発
生
時
の
初
期

消
火

生
き
埋
め
者
の
救
助
の

手
助
け

負
傷
者
へ
の
応
急
手
当

そ
の
他

何
も
で
き
な
い

無
回
答

災害時には、地
域の防災力も大切
です。地域防災力
を高めましょう。
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参加して
いない
71.8%

無回答
1.8%

参加して
いる

26.4%

地域や職場で
は防災訓練

（活動）を行っ
ていないから

51.8%

防災訓練（活
動）の実施日
時を知らな
かったから

11.8%

無回答
3.2%

その他
4.8%特に関心がな

いから
7.4%

仕事や用事の
ため参加でき
なかったから

14.5%

参加する人が
決まってお

り、参加の勧
誘がなかった

から
6.6%

17.1%

51.6%

9.2%
1.8% 0.7%6.6%

74.9%

20.1% 15.4%
13.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ あなたは、平成 21 年に地域や職場での防災訓練（活動）に参加したことがありますか？ 

平成 21 年の防災訓練（活動）への参

加については、26.4％の方が「参加」

していました。 

参加した防災訓練（活動）の内容について（824 人が対象） 

参加した防災訓練（活動）内容に

ついては、「避難訓練」「消火訓練」

が中心でした。 

防災訓練（活動）に参加していない理由について（2,241 人が対象） 

不参加の理由は「地域や職場では防災訓練（活動）

を行っていないから」が最も多くなりました。 

避
難
訓
練

救
護
訓
練

応
急
手
当
訓
練

消
火
訓
練

情
報
伝
達
・
安
否
確
認

訓
練

防
災
講
習
会

（
研
修
会

）

参
加

危
険
箇
所
の
点
検

炊
き
出
し
訓
練

そ
の
他

無
回
答

地域や職場での防災
訓練（活動）への積極
的な取り組みと参加を
お願いします。
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無回答
1.8%

名前や番
号を知って
いるが、利
用したこと

はない
55.9%

知らない
41.5%

利用したこ
とがある

0.8%

知らない
67.3%

無回答
2.6%

以前に登
録したこと
があった

が、すでに
解除した

0.4%

知っている
が、メール
配信の登

録は行って
いない
26.9%

メール配信
の登録をし
ており、防
災情報を受
け取ってい

る
2.8%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害用伝言ダイヤルについて「名前

や番号を知っているが、利用したこと

がない」と回答した方が 55.9％、「利

用したことがある方」が 0.8％、合わ

せて 56.7％となっています。 

大分県や大分市の配信サー

ビスについては「知らない」と

回答した方が 67.3％となって

います。 

 

Ｑ 大分県（県民安全・安心メール）や大分市（大分市防災メール）では、

地震情報や気象警報などをメールで配信しています。 

この配信サービスをご存じですか？ 

 

Ｑ 災害発生時に通信がつながりにくい状態になった場合には、「災害用伝言ダイヤル１７１」が

NTT から提供されます。ご存じですか？ 

６. 防災（減災）啓発 

についてです。 

配信サービス
の認知はまだまだ
だね。
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59.9%

27.9%
23.2%

10.3%

21.9%

12.9%

34.0%

17.0%

33.0%

23.2%

1.2% 3.4%
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耐震化はできて
いるかな？

Ｑ あなたは、地震対策として特に力を入れるべき対策は何だと考えていますか？ 

最も多かったのは「住宅・建築物（学校、病院など）の耐震化」で約 6 割の方が回答し

ています。次いで、「災害時医療体制の整備」「迅速な災害情報の提供」が続いています。 

７. 今後の地震対策 

についてです。 

 

住
宅
・
建
築
物

（
学
校

、
病
院

な
ど

）
の
耐
震
化

公
共
構
造
物

（
堤
防

、
道
路
橋

な
ど

）
の
耐
震
化

土
砂
災
害
対
策

防
災
訓
練
の

実
施

防
災
意
識
の

向
上
・
啓
発

地
域
防
災
力

（
自
主
防
災
組
織

な
ど

）
の
強
化

災
害
時
医
療
体
制
の

整
備

地
震
火
災
へ
の

対
応

迅
速
な
災
害
情
報
の

提
供

災
害
時
要
援
護
者

（
高
齢
者

、

障
が
い
者
な
ど

）
へ
の
支
援

そ
の
他

無
回
答
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＜自由要望・意見抜粋＞ 
 

· 地震対策等については県民に少し大げさなくらいに伝えるべき。 

· 子供たち（学校現場）にもっと関心を持たせる働きかけが必要だと思う。 

· 市町村への指導強化。一体的な自主防災意識の向上。 

· 地域で防災意識に差があると思う。「公」が積極的に指導してもらいたい。 

· よく知らないことが多いと、今回のアンケートで改めて思った。 

· 回答をしていくうちに分かったつもりの部分が実際には分からなかったりと、災害に対

する無知を感じた。 

· 日頃の備え。食糧・飲料水等の備蓄。避難場所の確認。 

· 地震は自然災害であるため、どんな対策をしていても 100％安全ではない。行政だけ

に頼るのではなく、個人や地域の意識で今後考えて対策をしていかなければと考えた。 

· 地震の怖さは十分知っているが、高齢になるとパソコンや携帯電話が使用できない。高

齢者への対応もお願いしたい。 

· 高齢者や障害者への支援ばかりではなく、乳幼児や妊婦がいる世帯への援助も考えてほ

しい。 

· 私達の地域では、自主防災組織の存在すら知ってない、昔ながらの組織が結成当時その

ままであり組織を再整備する必要がある。 

· 携帯や PC を持っている人は情報が取れたりできるが、高齢者や携帯等を持っていない

人達への広報活動もお願いしたい。 

· 実際に地震が起こった場合では避難場所までの交通手段もない。高齢者も多い。限界集

落についても、もう少しインフラの整備をお願いしたい。 

· 各市町村で定期的に避難訓練を実施してほしい。 

· 景気の低迷で毎日の生活が必死で防災が大切とはわかっていても後回しになる状況だ。 

· 県内全域を総点検してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どちらかと
いえば公助
が中心とな

るべき
16.3%

公助が中
心となるべ

き
15.9%

どちらかと
いうと自助
や共助が
中心となる

べき
30.5%

無回答
4.8%

自助や共
助が中心と

なるべき
32.5%

自助、共助、公助の役割分担について

は、回答にバラツキがみられますが、「自

助や共助が中心となるべき」と回答した

方が最も多く 32.5％でした。 

また、「どちらかというと自助や共助が

中心となるべき」も 30.5％となってお

り、自助・共助中心の考え方が多くなっ

ています。 

Ｑ あなたは、地震対策における「自助（個人、家庭等）」、「共助（地域）」、「公助（行政）」の

役割分担について、どの考え方に近いですか？ 

 

 減災を実現するためには
「自助」「共助」「公助」
がそれぞれの役割を果たす
ことが大切です。
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大分県 生活環境部 防災危機管理課 防災班 

〒８７０－８５０１ 大分市大手町３－1－1 新館 8 階 

TEL  ０９７－５０６－３１５５ 

Ｅメール a13550@pref.oita.lg.jp 

「大分県地震減災アクションプラン」 

http://www.pref.oita.jp/soshiki/13550/gensai-action-plan.html 
 

「大分県地震被害想定調査」 

http://www.pref.oita.jp/soshiki/13550/higaisoutei.html 
 

毎月 1 日は「県民減災社会

づくりの日」だよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大 分 県 

 

 


